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地震空白域の男鹿半島沖に新たな海底活断層 

～マルチビーム海底地形データを用いた立体画像で認定～ 
 

論文掲載 

【本研究成果のポイント】 

・日本海東縁中部を対象に詳細な海底地形データを作成した。 

・海底地形から海底の活断層を認定する方法を提案、検証した。 

・この方法により、東北地方日本海沖の地震空白域に新たな海底活断層を認定した。 

 

【概要】 

 広島大学大学院人間社会科学研究科准教授の後藤秀昭（地理学）と岡山大学自然科

学学域教授の隈元崇（サイスモテクトニクス）たちのグループは、詳細な海底地形デ

ータから 3D で地形を読み取る画像を作成し、海底活断層の位置形状を明らかにする

方法を提案した。 

 また、その手法を用いて東北地方の日本海沖で検討したところ、過去 200 年間で地

震空白域となっている男鹿半島沖に新たな海底活断層を認定した（図 1，図 2）。こ

の手法により、海底活断層の分布が網羅的に明らかにできるようになり、今後の地震

や津波の発生予測や防災の基礎的な資料になるものと期待されます。 
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【背景】 

 プレート収束帯に位置する日本列島周辺には多数の海底活断層が認定されており、



使用して、海底地形を 3D で詳細に判読できる画像を作成し、この画像を用いて海底

活断層の分布を明らかにする研究を行った。 

 

 

 
 

 

 

【研究成果の内容】 

過去 10 数年間に測深されてきた情報を収集し、これまでにない解像度で海底地形

を表現できるデータを作成した。海洋開発研究機構（JAMSTEC）と海上保安庁が行

ってきたマルチビーム測深調査のデータを収集、選別、解析して 1.5 秒間隔（約 45

ｍ間隔）の海底地形データとした。これを 3D で観察できるアナグリフ画像（図 3）

にし、陸上の活断層を認定するのと同じ基準を使うことで、海底地形を変動地形学的

に読み取ることができることを示した。 

アナグリフは，赤青メガネを通して 3D で認識できる画像で、統一した基準で広い

範囲の地形を読み解き、活断層を認識するのに適している。陰影起伏図などの陰によ

る地形表現では、光の当たり具合によって表現されない地形があった。また、3D 表現

としては鳥瞰図（海底地形を俯瞰した図は鯨瞰図，図 2）が用いられることが多いが、

斜めに見るため陰ができて見えない部分が生じ、一度に全体を統一して見ることがで

図 1 研究地域 

B の破線は過去 200 年の震源域

を示す。本研究で命名した久六島

南西沖断層は「空白域」にある。 

図 2 久六島南西沖断層の変動地形 黄色い場所は陸地，男鹿半島の北西沖

から鳥瞰，鯨瞰した図 



きなかった。アナグリフによる地形表現はこれらの問題を全て解決しており、陸上の

活断層判読で一般に用いられている地形実体視判読と同様に、海底活断層を認識可能

なことが示された。 

 
 

 

1）最上トラフを横切る活断層 

最上トラフを横切る活断層である鳥海礁（とりぐるみ）断層および鎌海礁（かまぐ

り）断層に沿っては、変位の累積による海丘や海底谷の発達など、陸上の変動地形と

同様の基準（図 4）で活断層の地形が明確に認識できた。これらの結果は反射法地震

探査の結果から考察されていた断層の結果とほぼ同じであった。これらの成果は，従

来の反射法地震探査の解釈で考察されていた断層について，その海底での詳細な分布

形状を明らかとした点で重要である。 

 

図 3 海底地形のアナグリフ 

赤青メガネを用いると 3D で見

ることができる。1.5 秒間隔

（約 45ｍ）の数値地形モデル

を生成し，海陸を統合したアナ

グリフとした。 



 

 

 

2）最上トラフを横切る活断層 

図 3 の画像を用いて，男鹿半島沖で広く地形判読を行った結果，北最上海盆の東縁

から南西に撓曲崖が連続することが新たに認められた。本研究で久六島南西沖断層と

命名した（図 2）。 

北最上トラフは最上深海長谷の出口となっており，堆積物で埋められて平坦化され

ている。その西縁には西傾斜の逆断層が知られており，変動地形学的にも認定できる。

一方，東縁は最上トラフから続く急傾斜の斜面をなしているものの，断層の存在は知

られていなかった。アナグリフ画像を変動地形学的に判読する（図 3）と，北西傾斜

の急斜面は凸型斜面をなし，急斜面の頂部付近の最上トラフの堆積面は南東に傾斜し

て背斜状の地形として認められ，その軸は急斜面とほぼ平行して分布する。また，こ

の地形を穿って最上深海長谷が蛇行していることが確認できる。さらに，北最上トラ

フと接する急斜面の基部付近では，北最上トラフの盆地床の地形面に小崖が確認でき

る。これらの地形的特徴から急斜面は新期の撓曲変形によって形成されたと考えられ

る。この撓曲崖は北最上トラフの南西延長にも追跡できる。これらの構造は南東傾斜

の逆断層によって生じたと考えると合理的であり，探査記録とも矛盾はない。本研究

で九六島南西沖断層と命名した。この断層の走向は，1983 年中部日本海地震の南西

部の余震分布と平行しており，東傾斜の構造は類似しているが，過去 200 年の地震記

録からは大地震の空白域となっている。 

 

【今後の展開】 

今回提案した手法を用いて、首都圏近くの相模トラフや、近い将来発生が予想され

ている南海トラフの海底活断層について、その位置や形状を明らかにする研究に発展

させている。2022 年度からの科学研究費補助金による研究では、相模トラフを対象

に情報の不足している場所で独自に測深調査を行い、首都圏直下で起こるプレート境

界型地震について、より現実に近い断層モデルを提示する計画である。 

マルチビームによる海底地形データを用いた変動地形的な研究は始まったばかりで


